
西富
にしとみ

小学校
しょうがっこう

 学習
がくしゅう

のきまり 
学習
がくしゅう

用具
よ う ぐ

の準備
じゅんび

について 

  筆箱
ふでばこ

に入
い

れるもの（入 学
にゅうがく

のしおり参照
さんしょう

）  

 

 

 

  その他 

・ 低学年
ていがくねん

はボックスタイプの筆箱
ふでばこ

を基本
き ほ ん

とする。 

・ 筆箱
ふでばこ

にかざりはつけない。 

・ はさみやのりなどは、道具
ど う ぐ

袋
ぶくろ

に入れる 

・ 学習
がくしゅう

に関係
かんけい

のないものは持
も

ってこない。 

 

 

 

・ 学習用
がくしゅうよう

具
ぐ

には必
かなら

ず記名
き め い

をする。 

・ 友達
ともだち

と物
もの

の交換
こうかん

はしない。 

・ えんぴつキャップは、えんぴつのしんがおれないために 

使
つか

うものなので、授 業 中
じゅぎょうちゅう

は筆箱
ふでばこ

の中
なか

に入
い

れておく。 

えんぴつ 赤えんぴつ 青えんぴつ 

消
け

しゴム（白
しろ

で四角
し か く

いものがよい）  

名前
な ま え

ペン（黒
くろ

） ※あとは各学年
かくがくねん

におうじて持
も

ち物
もの

をそろえる 

 

学習に関係のないものとは 

携帯
けいたい

電話
で ん わ

、音楽
おんがく

プレーヤー、まんが、時計
と け い

、玩具
が ん ぐ

、くし、汗
あせ

ふきシート、ふせん、メモ帳
ちょう

、プ

ロフィール帳、リップクリーム、ハンドクリーム、日焼
ひ や

け止
ど

めクリーム、鏡
かがみ

、カイロ、アイス

ノン、ミサンガ、必要
ひつよう

以上
いじょう

の香
かお

りや飾
かざ

りのついている学用品
がくようひん

等
とう

をいいます。なお、カラーペン

等
とう

は授業
じゅぎょう

で使用
し よ う

する場合
ば あ い

はその都度
つ ど

伝
つた

えます。その時
とき

以外
い が い

は持
も

ってきません。持
も

ってきてよい

かわからないものは、先生
せんせい

に聞きます。 



  学習
がくしゅう

への参加
さんか

について 

  学習
がくしゅう

の始まり
はじ   

と終わり
お   

のあいさつ 

は 

じ 

ま 

り 
 

「起立
き り つ

。」（いすはしまう。） 「姿勢
し せ い

を正
ただ

しくしてください。」 

「これから○時間目
じ か ん め

の学習
がくしゅう

をはじめます。」 「はい。」 

※教師
きょうし

が１歩前
ぽ ま え

に出る。 

「よろしくお願
ねが

いします。」 

言
い

い終
お

わったら礼
れい

をする。 先生
せんせい

の合図
あ い ず

で着席
ちゃくせき

をする。 

お 

わ  

り 

「起立
き り つ

。」（いすはしまう。） 「姿勢
し せ い

を正
ただ

しくしてください。」 

「これで○時間目
じ か ん め

の学習
がくしゅう

を終
お

わりにします。」 「はい。」 

 ※教師
きょうし

が１歩
ぽ

後
うし

ろにさがる。 

「ありがとうございました。」 

言
い

い終
お

わったら礼
れい

をする。  先生
せんせい

の合図
あ い ず

で休み
や す  

時間
じ か ん

にする。 

  授 業 中
じゅぎょうちゅう

のルール 

・ 授 業
じゅぎょう

に関係
かんけい

のない 話
はなし

はしない。 

・ 話
はな

している人
ひと

を見て
み  

話
はなし

を聞
き

く。 

・ 発 表
はっぴょう

するときは、静か
しず  

に手
て

を挙
あ

げる。 

・ 名前
なまえ

をよばれたら、「はい。」と返事
へんじ

をする。 

・ 意見
いけん

をいうときは「～です。」、「～ます。」という。 

・ 友達
ともだち

の名前
な ま え

を呼
よ

ぶときは「○○さん」という。 

・ 原則
げんそく

としてえんぴつは家
いえ

でけずる。（ 授 業 中
じゅぎょうちゅう

はえんぴつをけずらない。） 

 


